
3５期高１ 冬期課題一覧（１～５組） 

 

１．計画を立てて、きちんとやっていきましょう！ 

２．提出日はきちんと守りましょう。期限通りに出せるようにする能力も立派な力です！！ 

３．自力で解いて、理解をきちんとしましょう！！ 

４．理解が足りていないと思うところは、質問する、授業で使っている問題集などでやり直しましょう！！！ 

 学力向上の公式：集中力×努力（学習時間）×計画力×能力 です 

教科 内容 取り組み方 提出日 宿題考査について 

 

国 

 

語 

 

Ａ 

・問題集『プログレス 現代文 基本編』 

28～30 

・『要約ノート プログレス』28～30 

・「読書レポート」（ビブリオバトル準備） 

テキストに直接記入し、答え合わせ

をしておくこと。 

空白のないように百字要約も 

がんばること。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て職員室へ提

出 

『プログレス』の 

範囲から出題します。 

国 

語 

Ｂ 

・問題集「基本の古文」１３～１６（Ｐ３０～３７） 

・トレーニングノート１３～１６ 

・漢文プリント課題  ４枚 

テキストに直接記入し、赤ペンで 

答え合わせをすること。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収し提出。 

古文と漢文を宿題の範

囲から出題します。 

数 

 

学 

 

 

FocusGold 数学Ⅰ+A 

別紙配付プリント(チェックシート）を参照し， 

①基礎レベル ②標準レベル 

のいずれかを選んで問題を解く。 

 

ノートで提出すること。途中の計算 

や説明を必ず残しておく。 

チェックリストをノートの最初の 

ページに貼り、解いたらチェックを 

入れること。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

FocusGold 数Ⅰ+A 

第１章，第 2 章，第 3

章より出題します。 

物

理

基

礎 

1・2 学期の中間、期末考査 4 回分 

            （再配布します） 

解いた後、間違えたところを問題集

ノートにやり直しをする。 

ノートに 4 回分の解いた考査のプ

リントを挟んで提出。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て職員室へ提

出 

宿題の範囲より出題。 

化

学

基

礎 

配布したプリント ノートに解答し、答え合わせ、解きな

おし 

をする。途中式や考え方を必ず書くこ

と。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て物理地学実

験室へ提出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常

点に算入する。 

生

物

基

礎 

２学期中間期末考査の範囲 P33～７５ リー

ド D は含まない。生物授業で詳細別紙配布 

再度リードαを演習して、ノートに

記入し答え合わせをする。知識の定

着を図る。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て物理地学実

験室へ提出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常

点に算入する。 

現

社 

プリント３枚（問題用紙２枚、解答用紙１枚） 解答用紙に記入すること ３学期最初の

現代社会の授

業で提出 

宿題考査はありませ

ん。 

英 

 

 

語 

①PRO-VISION Lesson 7 

②WINSTEP vol.1 UNIT 4 ～ UNIT 6 

③システム英単語 No.358 – 452 

①本文を読み、設問のプリントに解答。 

②直接答えを書きこむ。 

③毎日テキストを見る時間を作り、4

回の Web テストに解答する。どの回も

満点を目指して繰り返す。 

Web テストは終業式後に配信予定。 

①②は宿題考

査当日に係が

出席番号順に

回収して職員

室へ提出 

①～③から出題します。 

探

究

総

合 

１．3 学期の探究の授業では、2 時間でアイデア出しから、原稿・ポスター完成まで行い

ます。3 時間目にリハーサル、4 時間目が発表会です。 

 そこで、以下の４点について、調べて、考えてくる。 

①「なぜ困っているのか」という問題の背景 

②「どれくらいの人が困っているのか」というデータ 

③ 現在、その問題に対して、どのような解決方法があるのか。 

④ 自分が考えるその人を助ける方法 

新聞・雑誌などの切り抜きはスクラップノートの続きに貼り付ける。本やインターネ

ットで調べたことも必要な部分だけ抜き出して写すならば、スクラップノートに記入し

てください。その際に、どの本、どのＨＰからの抜き出しであるかを書くことも忘れな

いように。 

３学期最初の 

探究の授業 

 

 

 

 

 



3５期高１ 冬期課題一覧（6 組） 

 

１．計画を立てて、きちんとやっていきましょう！ 

２．提出日はきちんと守りましょう。期限通りに出せるようにする能力も立派な力です！！ 

３．自力で解いて、理解をきちんとしましょう！！ 

４．理解が足りていないと思うところは、質問する、授業で使っている問題集などでやり直しましょう！！！ 

 学力向上の公式：集中力×努力（学習時間）×計画力×能力 です 

教科 内容 取り組み方 提出日 宿題考査について 

 

国 

 

語 

 

Ａ 

・問題集『プログレス 現代文 基本編』 

28～30 

・『要約ノート プログレス』28～30 

・「読書レポート」（ビブリオバトル準備） 

テキストに直接記入し、答え合わせ

をしておくこと。 

空白のないように百字要約も 

がんばること。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て職員室へ提

出 

『プログレス』の 

範囲から出題します。 

国 

 

語 

 

Ｂ 

・問題集『基本の古文』１３～１６（Ｐ３０～Ｐ３７） 

・トレーニングノート１３～１６ 

・漢文プリント  ４枚 

テキストに直接記入し、赤ペンで 

答え合わせをすること。 

宿題考査の当日

に、係が出席番

号順に回収し、

提出。 

古文と漢文を宿題の

範囲から出題します。 

数 

 

学 

 

 

FocusGold 数学Ⅰ+A 

別紙配付プリント(チェックシート）を参照し， 

①基礎レベル ②標準レベル 

のいずれかを選んで問題を解く。 

 

ノートで提出すること。途中の計算 

や説明を必ず残しておく。 

チェックリストをノートの最初の 

ページに貼り、解いたらチェックを 

入れること。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

FocusGold 数Ⅰ+A 

第１章，第 2 章，第 3

章より出題します。 

物

理

基

礎 

1・2 学期の中間、期末考査 4 回分 

            （再配布します） 

解いた後、間違えたところを問題集

ノートにやり直しをする。 

ノートに 4 回分の解いた考査のプ

リントを挟んで提出。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て職員室へ提

出 

宿題の範囲より出題。 

化

学

基

礎 

配布したプリント ノートに解答し、答え合わせ、解きな

おし 

をする。途中式や考え方を必ず書くこ

と。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て物理地学実

験室へ提出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常

点に算入する。 

生

物

基

礎 

２学期中間期末考査の範囲 P33～７５ リード D は含まな

い。生物授業で詳細別紙配布 

再度リードαを演習して、ノートに

記入し答え合わせをする。知識の定

着を図る。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て物理地学実

験室へ提出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常

点に算入する。 

現

社 

プリント３枚（問題用紙２枚、解答用紙１枚） 解答用紙に記入すること ３学期最初の

現代社会の授

業で提出 

宿題考査はありませ

ん。 

英 

 

 

語 

①PRO-VISION Lesson 7 

②WINSTEP vol.1 UNIT 4 ～ UNIT 6 

③システム英単語 No.358 – 452 

①本文を読み、設問のプリントに解答。 

②直接答えを書き込む。 

③毎日テキストを見る時間を作り、4

回の Web テストに解答する。どの回も

満点を目指して繰り返す。 

Web テストは終業式後に配信予定。 

①②は宿題考

査当日に係が

出席番号順に

回収して職員

室へ提出 

①～③から出題します。 

探

究

総

合 

１．3 学期の探究の授業では、2 時間でアイデア出しから、原稿・ポスター完成まで行い

ます。3 時間目にリハーサル、4 時間目が発表会です。 

 そこで、以下の４点について、調べて、考えてくる。 

①「なぜ困っているのか」という問題の背景 

②「どれくらいの人が困っているのか」というデータ 

③ 現在、その問題に対して、どのような解決方法があるのか。 

④ 自分が考えるその人を助ける方法 

新聞・雑誌などの切り抜きはスクラップノートの続きに貼り付ける。本やインターネ

ットで調べたことも必要な部分だけ抜き出して写すならば、スクラップノートに記入し

てください。その際に、どの本、どのＨＰからの抜き出しであるかを書くことも忘れな

いように。 

３学期最初

の探究の 

授業 

 



3５期高１ 冬期課題一覧（7 組） 

 

１．計画を立てて、きちんとやっていきましょう！ 

２．提出日はきちんと守りましょう。期限通りに出せるようにする能力も立派な力です！！ 

３．自力で解いて、理解をきちんとしましょう！！ 

４．理解が足りていないと思うところは、質問する、授業で使っている問題集などでやり直しましょう！！！ 

 学力向上の公式：集中力×努力（学習時間）×計画力×能力 です 

教科 内容 取り組み方 提出日 宿題考査について 

 

国 

 

語 

 

Ａ 

・問題集『プログレス 現代文 基本編』 

28～30 

・『要約ノート プログレス』28～30 

・「読書レポート」（ビブリオバトル準備） 

テキストに直接記入し、答え合わせを

しておくこと。 

空白のないように百字要約も 

がんばること。 

宿題考査当日

に係が出席番

号順に回収し

て職員室へ提

出 

『プログレス』の 

範囲から出題しま

す。 

国 

 

語 

 

Ｂ 

・問題集『基本の古文』２５、２６（Ｐ５６～Ｐ

５９） 

・トレーニングノート２５、２６ 

・漢文プリント４枚 

テキストに直接記入し、赤ペンで答え 

合わせをすること。 

宿題考査当日に、

係が出席番号順に

回収し、職員室へ

提出。 

課題の範囲から出題しま

す。 

数 

 

学 

 

 

別紙配付プリント(チェックシート）を参照し，

FocusGold 数学Ⅰ+A 

の問題を解く。  

問題集ノート（Ⅰ・A を問わない）で解き、

不正解だった問題は最大 3 回やり直す。 

(注)：配付プリントを提出用ノートに貼り、その

次のページから答案を残すこと。 

宿題考査当日 

係が出席番号

順に回収して

提出 

FocusGold 数Ⅰ+A 

第１章，第 2 章，第

3 章より出題しま

す。 

物

理

基

礎 

1・2 学期の中間、期末考査 4 回分 

            （再配布します） 

解いた後、間違えたところを問題集ノ

ートにやり直しをする。 

ノートに 4回分の解いた考査のプリン

トを挟んで提出。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

宿題の範囲より出

題。 

化

学

基

礎 

配布したプリント ノートに解答し、答え合わせ、解きなおし 

をする。途中式や考え方を必ず書くこと。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して物理

地学実験室へ提

出 

宿 題の範囲より出

題。点数を 3 学期の

平常点に算入する。 

生

物

基

礎 

２学期中間期末考査の範囲 P33～７５ リード D は含ま

ない。生物授業で詳細別紙配布 

再度リードαを演習して、ノートに記

入し答え合わせをする。知識の定着を

図る。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して物理

地学実験室へ提

出 

宿 題の範囲より出

題。点数を 3 学期の

平常点に算入する。 

現

社 

プリント３枚（問題用紙２枚、解答用紙１枚） 解答用紙に記入すること ３学期最初の

現代社会の授

業で提出 

宿題考査はありませ

ん。 

英 

 

 

語 

①WINSTEP vol.1 UNIT 4 ・ UNIT 6 

②システム英単語 No.325 – 390 

①直接答えを書き込む。 

②毎日テキストを見る時間を作り、4 回の

Web テストに解答する。どの回も満点を

目指して繰り返す。 

Web テストは終業式後に配信予定。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

①②から出題します。 

探

究

総

合 

１．3 学期の探究の授業では、2 時間でアイデア出しから、原稿・ポスター完成まで行い

ます。3 時間目にリハーサル、4 時間目が発表会です。 

 そこで、以下の４点について、調べて、考えてくる。 

①「なぜ困っているのか」という問題の背景 

②「どれくらいの人が困っているのか」というデータ 

③ 現在、その問題に対して、どのような解決方法があるのか。 

④ 自分が考えるその人を助ける方法 

新聞・雑誌などの切り抜きはスクラップノートの続きに貼り付ける。本やインターネ

ットで調べたことも必要な部分だけ抜き出して写すならば、スクラップノートに記入し

てください。その際に、どの本、どのＨＰからの抜き出しであるかを書くことも忘れな

いように。 

３学期最初の

探究の授業 

 

 

 

 

 



3５期高１ 冬期課題一覧（8 組） 

 

１．計画を立てて、きちんとやっていきましょう！ 

２．提出日はきちんと守りましょう。期限通りに出せるようにする能力も立派な力です！！ 

３．自力で解いて、理解をきちんとしましょう！！ 

４．理解が足りていないと思うところは、質問する、授業で使っている問題集などでやり直しましょう！！！ 

 学力向上の公式：集中力×努力（学習時間）×計画力×能力 です 

教科 内容 取り組み方 提出日 宿題考査について 

 

国 

 

語 

 

Ａ 

・問題集『プログレス 現代文 基本編』 

28～30 

・『要約ノート プログレス』28～30 

・「読書レポート」（ビブリオバトル準備） 

テキストに直接記入し、答え合わせを

しておくこと。 

空白のないように百字要約も 

がんばること。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

『プログレス』の 

範囲から出題します。 

国 

 

語 

 

Ｂ 

・問題集『基本の古文』２５，２６（Ｐ５６

～Ｐ５９） 

・トレーニングノート２５、２６ 

・漢文プリント ４枚 

テキストに直接記入し、赤ペンで答え 

合わせをすること。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に 回 収 し て 提

出。 

古文と漢文を宿題の範

囲から出題します。 

数 

 

学 

 

 

FocusGold 数学Ⅰ+A 

別紙配付プリント(チェックシート）を参照

し，①基礎レベル ②標準レベル 

のいずれかを選んで問題を解く。 

 

問題集ノート（Ⅰ・A を問わない）で解き， 

不正解だった問題は最大 3 回やり直す。 

(注)：配付プリントを提出用ノートに貼り、その

次のページから答案を残すこと。 

宿題考査当日 

係が出席番号

順に回収して

提出  

FocusGold 数Ⅰ+A 

第１章，第 2 章，第 3

章より出題します。 

物

理

基

礎 

1・2 学期の中間、期末考査 4 回分 

            （再配布します） 

解いた後、間違えたところを問題集ノ

ートにやり直しをする。 

ノートに 4 回分の解いた考査のプリン

トを挟んで提出。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して職員

室へ提出 

宿題の範囲より出題。 

化

学

基

礎 

配布したプリント ノートに解答し、答え合わせ、解きなおし 

をする。途中式や考え方を必ず書くこと。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して物理

地学実験室へ提

出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常点

に算入する。 

生

物

基

礎 

２学期中間期末考査の範囲 P33～７５ リード D は

含まない。生物授業で詳細別紙配布 

再度リードαを演習して、ノートに記

入し答え合わせをする。知識の定着

を図る。 

宿題考査当日に

係が出席番号順

に回収して物理

地学実験室へ提

出 

宿題の範囲より出題。

点数を 3 学期の平常点

に算入する。 

現

社 

プリント３枚 

（問題用紙２枚、解答用紙１枚） 

解答用紙に記入すること ３学期最初の

現代社会の授

業で提出 

宿 題考査はありませ

ん。 

英 

 

 

語 

①PRO-VISION Lesson 7 

②WINSTEP vol.1 UNIT 4 ～ UNIT 6 

③システム英単語 No.358 – 452 

①本文を読み、設問のプリントに解答。 

②直接答えを書き込む。 

③毎日テキストを見る時間を作り、4 回の

Web テストに解答する。どの回も満点を目

指して繰り返す。 

Web テストは終業式後に配信予定。 

①②は宿題考査

当日に係が出席

番号順に回収し

て職員室へ提出 

①～③から出題します。 

探

究

総

合 

１．3 学期の探究の授業では、2 時間でアイデア出しから、原稿・ポスター完成まで行

います。3 時間目にリハーサル、4 時間目が発表会です。 

 そこで、以下の４点について、調べて、考えてくる。 

①「なぜ困っているのか」という問題の背景 

②「どれくらいの人が困っているのか」というデータ 

③ 現在、その問題に対して、どのような解決方法があるのか。 

④ 自分が考えるその人を助ける方法 

新聞・雑誌などの切り抜きはスクラップノートの続きに貼り付ける。本やインター

ネットで調べたことも必要な部分だけ抜き出して写すならば、スクラップノートに記

入してください。その際に、どの本、どのＨＰからの抜き出しであるかを書くことも

忘れないように。 

３学期最初の

探究の授業 

 

 

 

 



3５期高１ 冬期課題一覧（9 組） 

 

１．計画を立てて、きちんとやっていきましょう！ 

２．提出日はきちんと守りましょう。期限通りに出せるようにする能力も立派な力です！！ 

３．自力で解いて、理解をきちんとしましょう！！ 

４．理解が足りていないと思うところは、質問する、授業で使っている問題集などでやり直しましょう！！！ 

 学力向上の公式：集中力×努力（学習時間）×計画力×能力 です 

教科 内容 取り組み方 提出日 宿題考査について 

 

国 

 

語 

 

Ａ 

・『要約ノート プログレス』24～３0 

・「読書レポート」（ビブリオバトル準備） 

テキストに直接記入し、答え合わせを 

しておくこと。 

空白のないように百字要約もがんばる 

こと。 

宿題考査当日に 

係が出席番号順に 

回収して職員室へ 

提出 

『要約ノート』の 

範囲から出題しま

す。 

国 

 

語 

 

Ｂ 

問題集「基礎古文」Ｐ26～47 

漢文プリント 

 

テキスト・プリントに直接解答し、答

え合わせをすること。 

宿題考査当日に 

係が出席番号順に 

回収して職員室へ 

提出 

宿題の全ての範囲

より出題します。 

数 

 

学 

 

 

別紙配付プリント(チェックシート）を参照

し，FocusGold 数学Ⅰ+A 

の問題を解く。  

問題集ノート（Ⅰ・A を問わない）で解き、

不正解だった問題は最大 3 回やり直す。 

(注)：配付プリントを提出用ノートに貼り、その

次のページから答案を残すこと。 

宿題考査当日に係が出

席番号順に回収して職

員室へ提出 

FocusGold 数 Ⅰ

+A 

第１章，第 2 章，第

3 章，第７章より出

題します。 

物

理

基

礎 

1・2 学期の中間、期末考査 4 回分 

            （再配布します） 

解いた後、間違えたところを問題集ノ

ートにやり直しをする。 

ノートに 4 回分の解いた考査のプリン

トを挟んで提出。 

宿題考査当日に係が

出席番号順に回収し

て職員室へ提出 

宿題の範囲より出

題。 

化

学

基

礎 

配布したプリント ノートに解答し、答え合わせ、解きなおし 

をする。途中式や考え方を必ず書くこと。 

宿題考査当日に係が

出席番号順に回収し

て物理地学実験室へ

提出 

宿題の範囲より出

題。点数を 3 学期

の平常点に算入す

る。 

生

物

基

礎 

２学期中間期末考査の範囲 P33～７５ リード D は

含まない。生物授業で詳細別紙配布 

再度リードαを演習して、ノートに記

入し答え合わせをする。知識の定着を

図る。 

宿題考査当日に係が

出席番号順に回収し

て物理地学実験室へ

提出 

宿題の範囲より出

題。点数を 3 学期

の平常点に算入す

る。 

現

社 

プリント３枚 

（問題用紙２枚、解答用紙１枚） 

解答用紙に記入すること ３学期最初の現代

社会の授業で提出 

宿題考査はありま

せん。 

英 

 

 

語 

①PRO-VISION Lesson 7 

②WINSTEP vol.1 UNIT 4 ～ UNIT 6 

③システム英単語 No.358 – 600 

①本文を読み、設問のプリントに解答。 

②直接答えを書き込む。 

③毎日テキストを見る時間を作り、4 回の

Web テストに解答する。どの回も満点を目

指して繰り返す。 

Web テストは終業式後に配信予定。 

①②は宿題考査当日

に係が出席番号順に

回収して職員室へ提

出 

①～③から出題しま

す。 

探

究

総

合 

１．3 学期の探究の授業では、2 時間でアイデア出しから、原稿・ポスター完成まで行

います。3 時間目にリハーサル、4 時間目が発表会です。 

 そこで、以下の４点について、調べて、考えてくる。 

①「なぜ困っているのか」という問題の背景 

②「どれくらいの人が困っているのか」というデータ 

③ 現在、その問題に対して、どのような解決方法があるのか。 

④ 自分が考えるその人を助ける方法 

新聞・雑誌などの切り抜きはスクラップノートの続きに貼り付ける。本やインター

ネットで調べたことも必要な部分だけ抜き出して写すならば、スクラップノートに記

入してください。その際に、どの本、どのＨＰからの抜き出しであるかを書くことも

忘れないように。 

３学期最初の

探究の授業 

 

 

 


